
 

 

落葉状態の観察を  

 

秋 が 深 ま り 、 「 ふ じ 」 の 収 穫 も 終 盤 を 迎 え ま す 。 ま だ 収 穫 が 残 っ て い

る 大 規 模 リ ン ゴ 園 で は 、 果 実 が 凍 結 し な い う ち に 終 わ る よ う 急 ぐ 必 要 が

あ り ま す 。 収 穫 後 は 、 直 ち に 基 肥 の 施 用 を 行 い ま す 。 施 肥 量 は 今 年 の 枝

の 生 育 、 着 果 量 、 果 実 の 着 色 、 樹 相 診 断 な ど を 加 味 し て 決 め ま す 。 基 肥

を 根 雪 前 に 施 用 で き な か っ た 場 合 は 、 春 先 に 施 し ま す 。  

腐 ら ん 病 の 激 発 地 で は 、 落 葉 期 の ト ッ プ ジ ン Ｍ 水 和 剤 や ベ フ ラ ン 液 剤

な ど の 薬 剤 散 布 が 効 果 的 で す 。 ま た 、 除 草 剤 の 晩 秋 散 布 処 理 は 、 来 春 の

６ 月 上 旬 ご ろ ま で 雑 草 の 生 育 が 抑 制 さ れ 、 省 力 化 に な り 、 野 ネ ズ ミ の 駆

除 策 に も つ な が る の で 実 施 し た い 技 術 で す 。  


